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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   社会福祉法人 済聖会 ブライト保育園 横浜綱島 

報告作成日：     2024 年  9 月 18 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2024 年 6 月上旬～7 月中旬】 

・評価機関の担当者より、施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通

評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2024 年 6 月 24 日～2024 年 7 月 8 日】 

・配布：全園児の保護者（47 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収袋に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査  【実施日：2024 年 8 月 20 日、8 月 21 日】  

■8 月 20 日 

①全クラスの保育観察 

②書類調査～事業者面接調査（施設長） 

 

■8 月 21 日 

①全クラスの保育観察 

②書類調査～事業者面接調査（施設長） 

 

 

4．利用者本人調査    【実施日：2024 年 8 月 20 日、8 月 21 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 社会福祉法人済聖会が運営するブライト保育園横浜綱島は、JR 綱島駅より徒歩 15 分の場所にあり、周辺

は住宅街に囲まれ、園庭を持った木造 2 階建ての園舎です。園の定員は 60 名（0~5 歳児）、開園時間は平日

7 時 00 分～20 時 00 分、土曜日 7 時 00 分~18 時 00 分です。 

玄関を入って、左右に下駄箱が設置され、玄関から室内に続く廊下は段差がなくフラットなバリアフリー

構造となっています。玄関には運営規程や重要事項説明書が常備されるとともに、大きなホワイトボードに

はおたんじょうびの園児の紹介、8 月の園だより、各クラスだより、給食だよりなどが掲示されています。ま

た、最新のお知らせとして、台風接近時の対応などについても掲示され、保護者が送迎の際に情報を把握で

きる環境となっています。事務所の前のカウンターには、飼育しているウーパールーパーの水槽が常設され、

憩いの場にもなっています。 

玄関を入り右側の廊下沿いには給食室があり、窓の前に小さな階段が設置され、子どもたちが調理の様子

を観察できる環境となっています。また、給食のディスプレイが掲示されるとともに、当日の献立で使用さ

れる魚の写真や、給食の先生が折り紙で作った野菜などが掲示されています。さらに、包丁を使ったクッキ

ングの写真、三色食品群ボードを置き、食に対しての興味が芽生える環境となっています。 

廊下の壁には散歩マップが掲示され、公園に設置されている遊具を写真で紹介し、遊具の対象年齢も記載

しています。1 階のには、0，1 歳児クラスの保育室があり、部屋の前にはすいか割りなどの活動の様子を撮

影した写真が貼られ、日頃の保育活動の内容が分かりやすく示されています。 

広い廊下から階段を上がって、2 階には、2 歳児～5 歳児クラスの保育室があります。各クラスの部屋の前

には大きなホワイトボードがあり、文字や写真を通して、園での日ごろの様子を伝えています。トイレは人

感センサーライトが設置されるとともに、便座は 2 歳児に合わせて一つだけ小さいものを設置するなど、使

いやすいよう配慮されています。3，4，5 歳児クラスはパーテーションで区切られていますが、夏祭り、卒園

式等の行事の際はパーテーションを全開にして使用できるつくりとなっています。 

外玄関と園庭の前にはスロープと手すりが設置されています。０，１歳児クラスは、保育室から直接園庭

に出られる構造となっており、２階の２，３，４，５歳児クラスは、バルコニーから外階段を使って園庭に

出られる構造となっています。園庭一面に砂が敷き詰められるとともに、２階のバルコニーから遮光ネット

が設置されています。雑草なども生え、日ごろから虫などと触れ合うことのできる身近な環境となっていま

す。砂場の近くには、テーブルと椅子が置かれ、砂場道具として、バケツや砂を振るい落とす玩具、シャベ

ルなどが用意されているとともに、子どもたちのイメージに沿って、砂場遊びからごっこ遊びを楽しめる環

境となっています。また、タイヤが並べられ、タイヤの上を飛び跳ねたり、タイヤを使ってごっこ遊びを楽

しめる環境にもなっています。 
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1．高く評価できる点 

〇園長が中心となり、職員の意向を踏まえ、発想を変えることでさまざまな働きやすい職場づくり

の実践、保育の質の向上につなげています 

 今年度着任した園長が中心となり、働きやすい職場づくりに向けて様々な実践に取り組んでいます。以前

より「子どものことについて話し合いたい」という職員の意見を踏まえ、「時間が足りないため話し合うこと

が難しい」という発想から、「どのようにすれば話し合う時間を確保できるか」という考え方に転換し、会議

時間の確保につなげています。始めは、園長主導で時間を確保していましたが、現在は職員間で話し合い、

会議時間の確保が出来る体制となりました。また、事務時間についても、「職員数が足りないため、事務作業

の時間を確保することが難しい」という発想から、「どのようにすれば事務時間を確保できるか」という考え

方に転換し、現在は事務時間記録表を使用し、職員主導で事務時間を確保できる仕組みとなりました。 

また、リーダー像や食事に対する考え方、ヒヤリハットに関する発想を変えることで、保育の質の向上に

もつなげています。リーダー像については、「すべてを把握しているのがリーダーである」という発想から、

「職員を信頼し任せ、必要に応じて相談を受ける」という考え方に転換することで、各リーダーをはじめ、

職員一人一人の保育に対する意欲の向上につなげています。一例として、職員から「年間の研究テーマを持

って保育に取り組みたい」という意見が上がりました。園長はその意向を踏まえ、現在、0 歳児はわらべう

た、1 歳児は手作りおもちゃ、2 歳児はトイレトレーニング、日課（デイリー）を年間の研究テーマとし、会

議で検討しています。今後、研究テーマに沿った内容を発表する予定です。 

食事に対する考え方は、完食することがよいことではなく、楽しく食事をすることが大切であることを、

職員間で共有するとともに、保護者説明会において保護者とも共有することで、子どもにとって食事の時間

がさらに充実した時間になりました。ヒヤリハットに関しては、「ヒヤリハットが提出できることは良いこと」

という発想に変えたことで、日ごろの保育の中での職員の気づきが増え、その気づきに対して園長が助言す

ることで、保育の質の向上につながっています。 

 このように、職員の意向を踏まえ、発想を変えることで、働きやすい職場づくりの構築につなげるととも

に、保育の質の向上につなげています。 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇情報共有の仕組みを構築し、保育の質の向上につなげています 

 園の事業計画には、園の強化テーマとして「コミュニケーション」を掲げ、その一環として「情報共有の

徹底」について記載されています。子どもたちのため、関わる全ての職員が情報に対して責任をもって扱い、

コミュニケーションの意識を高く持ち、正常な共有の仕方の浸透を図ることが述べられています。具体的に

は、園内の日々の情報共有の仕方として書面で示されています。毎日実施される昼ミーティングでは、午後

の保育に入るにあたり引き継ぐべき内容の共有、個々の子どもの様子や保護者対応について、事務的な内容

の共有、各行事、運営係からの連絡事項等を共有しています。共有された内容は、事務所に常備されている

引継ぎ簿に記載し、全職員は出退勤時に必ず確認することとなっています。また、情報の共有経路について
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も示されています。園長は全体に伝達する前に、乳児・幼児リーダーに伝達し、その後全体に周知される流

れとなっています。また、非常勤職員への情報伝達については、各クラス担任に担当者が割り振られ、情報

が確実に共有できる仕組みとなっています。 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇保育所の資源を利用した、地域との定期的な交流の機会が望まれます 

園の事業計画には、園の強化テーマとして、地域子育て支援の積極的な活動が掲げられ、具体的な取

り組みにつなげています。取り組み内容については、地域支援計画書に記載され、年間を通して、園庭

遊び、食育イベント、クリスマスイベントなど様々な企画が立てられ実践されています。また、地域未

就園児保護者との定期的な交流を行うため、毎月身体測定を行い、記録をカードに記入しお渡しするな

どの取り組みも行われています。地域支援計画の内容については、ホームページで知らせるとともに、

園見学の際にチラシを渡すなどの取り組みを行っています。 

今後は、さらに広報を工夫するとともに、園の資源を利用した園庭開放等の頻度を増やすなど、地域の

方を対象とした交流の機会を定期的に設けるなどの取り組みが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2024 年８月 20 日、８月 21 日】 

・各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

0・1 歳児室は 1 階の廊下突き当りにあります。0・1 歳児室双方から出入りできるトイレの壁が、適

度に広い空間を廊下のように仕切られる設計になっています。室内には、登降園時に保護者が朝の支度

をスムーズに行えるように棚が用意され、その上に写真やラミネートされた説明文が用意されています。 

保育室に入ると、生活と遊びの場がベビーフェンスパーテーションで仕切られています。観察時は、

遊びの空間にバスケットゴール付き折り畳み式ボールプールが出ていました。中にカラーボールをたく

さん入れ、数人の子どもたちがプールの中に入り、自由に使えるようになった手で、ボールを掴んでは

放って掴んでは放ってを繰り返しています。プールの中で楽しんでいたボール遊びでしたが、たまたま

外にボールが出てしまいます。今度はボールを外に出すことが楽しくなり、片手で放っていたボールを

両手で体のバランスをとりながら外に出し始めました。プール内のたくさんのボールではなく自分の意

思で出したボールは、飛んで行った先を目で追う動作が増えていきます。次に、フープにテープを貼っ

たものが用意されました。職員が放ったボールは、テープにくっついて落ちません。早速子どもたちは、

フープを目指してチャレンジを始めます。職員は、子どもたちの楽しんで遊んでいる様子を観察し、少

しずつ興味が持続し、遊びが発展するように工夫していました。 

一方で、子どもたちの目線の高さに作られた三角や丸、四角の窓が開けられている段ボールのお家も

用意されています。お家に入ろうとする子どもや、お家から出てボール遊びに行こうとする子どもは、

ハイハイやよちよち歩きで移動し、適度の運動になっているようです。お家の中では、つかまり立ちを

すると外が見え、しゃがみ込むと窓から外が見られるようになっています。しゃがんだり立ったりする

ことで「いないいないばぁ」を嬉しそうに何度も繰り返しています。 

観察時に子どもたちは、2 か所のコーナーで遊んでいましたが、コーナーには 0 歳児が楽しめる玩具

が写真の貼ってある容器に入れられて、自由に手に取って遊べる高さの場所に用意され、床も寝転ぶこ

とが出来るようになっていました。遊びが散漫にならないようにバスタオルで目隠しされていましたが、

いつでも他の遊具を手にすることは出来るのです。子どもたちは、職員と一緒に遊ぶことが楽しい様子

で他の玩具に手を出すことはありませんでした。 

遊びの途中、排泄の介助をしなければならない状態が生じました。1 歳児保育室とパーテーションで

区切られているため、お互いの子どもの様子を確認しながら応援を要請し、子どもに負担がかからない

ように配慮されていました。  

 

□1 歳児クラス 

 乳児室に入り 0 歳児室を見ながら奥に進むと 1 歳児室があります。保護者が朝や降園時に必要な手荷

物を手際よく準備できるように動線が工夫され、手順や内容の掲示もしてあります。 
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1 歳児保育室も、生活と遊びのスペースがベビーフェンスパーテーションで仕切られています。廊下

側のスペースでは、テーブルを出して型はめやプチプチ素材を使って遊んでいます。ある程度手先の動

きもできるようになった子どもは、親指と人差し指を使って物をつまんだり押し込んだりを飽きずに繰

り返し楽しんでいました。また、他の子どもがしている遊びに興味を示すようになった月齢の高い子ど

もは、あっちに行きたいと言って、おままごとの道具を持ち込んで移動していきました。職員は子ども

の気持ちに寄り添い、他の子どもと自然に関われるようにさりげなく場所を用意しています。 

遊びのスペースでは、手作りの流し台で料理を作っている子どもがいます。出来上がった料理をお皿

に入れて「ハイどうぞ」と周りの子どもに振る舞っていますが、「フーフーしてね」と言葉も添えていま

す。日常の中で周囲の大人が使う言葉を聞きながらタイミング良く使ってみたり、自分以外の大人にな

ってみたりすることで想像力が育まれているように見られました。シフォンの布がたくさん用意され、

子どもたちはパタパタと旗のようになびかせる、頭や顔にかけて落ちるのを楽しむ、放った布を追いか

けるなどをして遊んでいます。透けて見える布は安心感があり、他の人の顔が隠れたり、見えたり、静

と動の動きをバランスよく楽しむことが出来ているようでした。奥では、大きな箱が用意され、玩具と

一緒に中に入り感触・感覚遊びを楽しんでいる子どもや、抱っこしてもらいながら周りの子どもたちの

遊びを観察している子どももいました。歌に合わせて、軍手にネズミの人形を張り付けて楽しんでいる

子どもたちもいます。職員は、月齢に沿った玩具や興味・関心のある様々な玩具を、遊びの様子を見な

がら用意して、一人ひとりに丁寧に関わっていました。 

 食事のための準備が始まりました。自分でパンツやおむつの着替えが出来る子どもは、トイレ内に入

り職員に介助してもらいながらオムツを外し、便座に座ります。排尿があってもなくても本人が納得し

た様子を確認しペーパーを渡し、出来る部分、やりたい部分を自分で行い、さりげない介助をしてオム

ツを身に付けていきます。その後、トイレのドア付近に着替えやすいように用意された箱ベンチに座っ

てパンツを履く流れになっており、プライバシーに配慮された取り組みが出来ていました。 

準備が整った子どもたちは、グループに分かれて食事のスペースに着席し、エプロンを自分でつけよ

うとします。援助の必要な子どもは、自ら「やってー」と職員に伝え、すぐに対応して貰っています。

ペープサートなどを見て、一緒に歌ったり、ストーリーを楽しんだりしながら配膳を待っていました。 

 

□2 歳児クラス 

2 歳児室は２階にあり、独立した保育室となっています。コーナー遊びが出来るように低い棚が設置

され、子どもたちが座ったり寝転んだり出来るように床も工夫されています。 

子どもたちはコーナーを利用し自由遊びを楽しんでいるところでした。ままごとコーナーでは、エプ

ロンを付けて人形を手にお母さんになりきって遊んでいる子どもや、調理台で料理を作っている子ども

がいます。友だちと関わって遊ぶ中では、十分ではないものの言葉で伝え合っています。作っていた料

理は、冷麺とのことです。「いれて」と言って食器を持ってきた子どもに「やだよ」と答える場面も見ら

れましたが、食器の方が魅力的だったのか出来上がった冷麺は持参の食器に盛られ、トラブルになるこ

とはありませんでした。人形のお世話をしていた一人の子どもが哺乳瓶を出して授乳を始めると、他の
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子どもも同様に哺乳瓶を出して人形や自分にミルクを飲ませています。座るスペースが狭くなったと感

じたのか、牛乳パックで作ったジャバラの仕切りを広げて居場所を確保して遊んでいます。一人の子ど

もがバックをもって買い物に出かけようとしました。バッグの中には既にたくさんの玩具が入っていま

す。友だちの遊びに興味を示すようになった子どもたちは、同様にバッグを持ち出して玩具を詰めても

らいます。玩具は並行遊びが十分出来るように、手作りおもちゃなどが用意されていました。 

一方、同じ色の積み木を 4つ手にした子どもが向かった先は、電車のレールを友だちとつなぎ合わせ、

電車を走らせているコーナーでした。両手のコントロールが上手になってきた 2 歳児は、思った通りに

線路をつないでいます。時々友だちと簡単な会話を交わし、まわりの様子を感じながら遊んでいます。

職員がそばにいることで安心して遊べているようです。職員は、子どものしたいことを受けとめながら、

どんなふうに遊びをつくっていくのか、最低限の言葉がけとさりげない援助で見守っています。その対

応を通して、子どもたちも一人ひとり、自分で考え、そして、やりたいことが十分にできる環境が整っ

ています。 

 

□３歳児クラス 

3・4・5 歳児室は、独立した保育室ですが、必要に応じて開閉可能な間仕切りになっています。園行

事や広い空間を必要とする保育活動の時には 2 室又は全室を開放して使う事が出来るほか、保育中での

職員間の応援体制がスムーズに出来るようになっています。 

訪問時は、クラス単独で自由遊びをしていました。ままごとコーナーの対面が絵本コーナーになって

いて、座ったり寝転がったりできるようにマットが敷かれ、箱ベンチも用意されています。他方ではレ

ゴブロックや電車の線路をつなげて楽しんでいる子どももいます。ままごとコーナーで遊んでいた子ど

もの一人が、「夜ですよ~」と言葉をかけると玩具を片付けて場所を移動する子どもや、まるで聞こえて

いない様子で遊びを続行する子どもの姿も見られ、子どもたちの生活環境からくるイメージの捉え方や、

周りを気にして遊んでいる様子などの違いが見られました。他の子どもが遊んでいた玩具を片付けてい

る子どもがいます。手にしたトングの遊びを一緒にしたくて、片付けを手伝っていたようです。片付け

た後はテーブルに移り、2 人でトングを使って遊具を色分けして出し入れを楽しんでいます。 

カードを机上に並べて楽しんでいる子どものそばに、友だちがやって来て、2 回カードをめくって元

に戻しました。神経衰弱をやろうとしたようです。始めにカードを並べていた子どもも、暗黙のうちに

意図が伝わり、順番でカードをめくり始めました。2 枚合ったものは自分の目の前に置くルールで遊び

が展開されています。「入れて」と入った子どもも自然に仲間入りしています。「わかった。それめくっ

て」など、手が届かない場所のカードは、他の子にお願いしてめくってもらうやり取りも出来ていまし

た。友だちと遊ぶ中で、自分の思いを伝えながら一緒に楽しんでいる姿が見られました。職員は、遊び

の種類が増えていく中で、誰かと一緒に遊ぶのが楽しい、友達が欲しいと自然に感じるように支援して

いました。 
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□４歳児クラス 

3 歳児室の奥が 4 歳児室です。保育室内は生活と遊びのスペースを分け、コーナー遊びが出来るよう

に設置されています。 

見学時は、机上での製作とコーナーでの自由遊びを遊んでいる子どもがいました。机上では、夏祭り

に使った御神輿から 4 歳児で作成した「ひまわり」の花がきれいにはがせたことで、ひまわりを利用し

た製作をしています。ひまわりに太陽を添えることがテーマです。太陽は子どもたちの自由な発想で添

えることが出来ます。折り紙を切ったり、貼ったり、くれよんで描いたりと手を動かしながらどんどん

イメージが膨らんでいく様子が見られます。これで完成となった子どもは、職員に見てもらいながら自

分の思いを伝え、承認してもらい嬉しそうです。 

製作を終えた子どもは、順に自由遊びを始めます。遊びのコーナーとテーブルが出ているコーナーは

分かれています。座り込んでレゴを始め、次々に加わっていきます。塗り絵を始める子どももいます。

子どもの多くは乳児から通園していて、お互いが安心して遊べる存在なっているようです。塗り絵には

テーブルの場所が必要ですが、製作の邪魔にならないようにと子どもたちは考えている様子で、なかな

か居場所を見つけることが出来ないでいました。そこにテーブルをたたいて「ここどうぞ」と誘ってく

れる友だちがいて座ることが出来ました。徐々に塗り絵をする子どもが増えていくと、塗り絵を役割分

担して描く姿が見られました。始めは色ごとの役割分担でしたが、絵柄ごとの役割分担になるとかなり

近い位置で描くことになります。友だちにピタリとくっついたり、背中の方から手だけを出して描いた

りしています。描くことが楽しいことと同時に、気の合う友だちと一緒にいることが嬉しいようでした。 

4 歳児の食事は、他クラスと異なり、始めから子どもたちの申告により量を増減し配膳して食べてい

ます。子どもたちと話し合って決めたそうです。職員は、約束ごとを自分たちで作り、自主的に守るこ

とが出来るようになった子どもたちに、子どもの癖や、特徴は理解できているので、決めつけないで子

どもたちの意見を尊重するように支援しているとの事です。 

 

□５歳児クラス 

5 歳児室は、廊下の一番奥に位置しています。保育室内は、コーナー遊びのスペースに加え廃材が用

意されています。流し台の上には、「うがいをしましょう」「手洗いマスター」などの張り紙がしてあり、

健康で安全な生活に必要な習慣が身につくようになっています。 

自由遊びの時間では、廃材を使って製作をしている子どもがいました。イメージした作品を作るため

にマスキングテープの芯をセロテープで止めようとしているのですが、なかなか思うように貼りついて

くれません。片手で芯を持ち片手でテープを貼り付けるやり方では何度やっても貼りつかない事が分か

り、芯にテープを通して両手で貼り付けると上手くできました。自分なりに失敗を繰り返し、工夫しな

がらチャレンジする姿が見られました。 

5 歳児になると、友だちと一緒に細かい遊具の遊びが主流となっていました。ビーズ遊びを楽しんで

いるグループは、同じ色のビーズを探して集めています。ミニレゴで遊んでいるグループは「ゴールド」

と言って他のレゴとは色合いの違うものを探し出し、友だち同士で「あった！」と見せ合っています。
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ラキューで遊んでいるグループもいます。より細かな遊具で遊べることが誇らしく「これは、はな組さ

んしか遊べないんだよ」と教えてくれます。「昨日は僕の誕生日だったんだ」と教えてくれる子どもがい

ました。実際は昨日ではなかったようですが、日にちの理解はまだ難しいものの、経験の時系列が明確

に記憶できるようになり、過日誕生日のための外食をしたという記憶をはっきり覚え、伝えられるよう

になっています。職員と周りの子どもたちは「おめでとう」と祝ってあげていました。 

食事の準備の場面では、食品の前では話をしない事がルールになっているようです。テーブルに食事

が配膳される前は、「話はしない」と言葉で伝え合っていましたが、配膳された後は、思わず言葉を発し

てしまう友だちに「シー」とか口をふさいだジェスチャーをしてお互いに注意をし合う姿が見られまし

た。 

職員は、子ども一人ひとりを観察することで、その子どもが自主的に動き出せるように言葉かけや支

援の仕方を工夫していました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・園の理念や基本方針は、園のホームページ、入園の

しおり（重要事項説明書）に記載されており、理念や

方針から、法人や本園の行動・判断・価値基準などの

基本的な考え方を知ることができます。 

・保育理念である「かかわる人すべての HAPPY を追

求」が大きく掲げられ、保育理念「子どもたちの「生

きる力」（独り立ちし社会の中で生きていく力）の基盤

づくりを支援する」、保育方針「アタマ・ココロ・カラ

ダの三位一体“興育”～興味・体験・感動・気づき～」

を明文化しています。また、「つよく・ゆたかに・キラ

キラと」を保育モットーとして、子どもたちが自ら身

につけてほしい姿を具体的に示しています。 

・理念や基本方針は、年度初めの職員会議で伝えると

ともに、全職員に配布されるチームメンバーハンドブ

ックを通して周知が図られています。また、新入職員

に対しては、法人が作成した研修動画を通して、理念

や基本方針を説明し周知を図るとともに、具体的な保

育内容について説明しています。 

・保護者への周知は、入園説明会や園見学説明会にお

いて、１日の流れ、年間行事、延長保育・土曜日保育

について、給食と食育について、離乳食について、「私

たちが大切にしていること」など、保育内容も含め、

しおりの重点部分を抜粋したオリジナルの資料を作

成し、説明しています。また、各クラスの懇談会にて、

園の理念や方針、クラスの保育内容等を伝え、周知を

図っています。今後は、さらに周知を図るため、玄関

に理念を掲示するなどの取り組みが期待されます。 
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2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

 

B 

 

・社会福祉事業全体の動向や地域の各種福祉計画の策

定動向などについては、法人主催で年 4 回実施される

施設長会議にて、保育事業に関わる運営状況や行政の

方針等について把握しています。一例として、定員に

満たない園が増えているという保育業界の現状など

が挙げられます。現状を踏まえ、地域支援に力を入れ、

地域とのつながりを深めるなどの取り組みが行われ

ています。今後は、区の園長会等にも出席し、情報を

幅広く収集して、分析につなげることが期待されま

す。 

・月に 1 回、法人本部と定期的な情報共有が実施され

ています。共有では、園児数、職員数、職員の残業時

間等を数値化し、保育のコスト分析や保育所利用者の

推移、利用率等の分析につなげています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

C 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・月に数回、定期的に実施される本部会議や執行部会

議を通して経営課題を明確にし、具体的な取り組みを

実施しています。一例として、非常勤職員の処遇改善

や職員の喫食時間の扱い方等が挙げられます。非常勤

職員の処遇改善については、園長の評価を法人本部担

当者と共有し、改善につなげています。職員の喫食時

間については、園児と一緒に喫食するか否かによって

扱い方を変えるなど、課題に対して具体的な取り組み

につなげています。 

・法人担当者による施設巡回が実施され、園の具体的

な経営課題について共有する機会となっています。施

設巡回では、園長と運営業務内容及び保育内容の確

認、食についてなど、年度ごとに法人が掲げる年間テ

ーマの進行状況などが確認されています。また、法人

担当者による、全常勤職員との面談が実施されていま

す。 
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3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

C 

 

 

 

B 

 

 

 

・園長は、職員間での情報共有の仕方等、年度の取り

組み目標を掲げ、職員会議等を通して共有するととも

に具体的な取り組みにつなげています。今年度より着

任したこともあり、現時点では、中長期計画の作成に

は至っておりませんが、３～５年後を見据えた、目標

を明確にしています。一例として、更なる子ども主体

の保育の実施及び職員の働きやすさの向上が挙げら

れます。今後は、３～５年後を見据えた目標を基に、

数値目標や具体的な成果等を設定した中長期計画を

作成し、実施状況の評価を行うことが期待されます。 

 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

C 

 

 

 

B 

 

・単年度の計画として、園長が事業計画書を策定して

います。園長は今年度より着任しましたが、昨年度の 

事業報告書を踏まえ、園目標を定めるとともに、具体

的な強化テーマを掲げています。園目標は『全職員巻

き込み型：安全第一！ENJOY 保育！！』、強化テーマ

として｢コミュニケーション｣を掲げ、情報共有の徹底

や地域子育て支援の積極的な活動等について取り組

んでいます。今後は､数値目標や具体的な成果を振り

返る指標を明確にすることが期待されます。 

・強化テーマにも挙げられている、地域子育て支援の

積極的な活動については、園長と園が定める子育てリ

ーダーで地域支援計画書を作成し、具体的な取り組み

につなげています。一例として、シャボン玉遊びやス

ライム遊びなどを通して、在園児と定期的に一緒に遊

ぶ機会を設けています。また、入園相談や育児相談も

計画に取り入れるなど、実施状況の評価を行える内容

となっています。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

 

 

 

 

・園長が今年度より着任したこともあり、今年度は職

員等の参画や意見の集約・反映のもとで事業計画の策

定には至らず、園長が計画を作成しました。今後は、

事前に乳児・幼児リーダー会議にて、事業計画の内容
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員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

C 

 

B 

について意見を収集し、12 月に振り返りを行う予定

です。その際に、行事アンケート等で得られた保護者

の意見も踏まえ、次年度の事業計画を作成する予定で

す。 

・園長は事業計画とともに保育内容マニュアルを作成

し、職員会議で周知しています。保育内容マニュアル

には、保育計画の項目が設けられ、乳児期は、甘えを

受容し応答的にふれあい、助け、見守りながら子ども

にかかわる「応答的な関わり」を大切にした関係性を

構築し、幼児期は、自分でやろうとする気持ちを認め、

思いに共感したり見守りながら子どもに関わる「共感

的な関わり」をしながら、長期的に子どもの育ちに対

して見通しを持って展開していくことが記載されて

います。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

C 

 

 

 

B 

 

・事業計画の主な内容については、計画に記載されて

いる、「食」へのこだわりの強化等について、クラス懇

談会等を通して共有しています。計画には保護者向け

給食試食会の工夫、給食部門への質問箱の充実、野菜

などの栽培の実施、段階を経た食育計画の立案・実施

が記載されています。園長は、各クラスの懇談会の前

に実施される全体説明会の中で、完食することが良い

ことではなく、楽しく食事をすることの大切さ等につ

いて伝えています。 

・今後は、園の理念に沿った事業計画の内容について、

新入園児説明会や懇談会等を通して説明し、保護者の

理解を促す取り組みが期待されます。 
 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

 

 

 

 

・日ごろの保育については、月間指導計画、週間指導

計画などを通して、PDCA サイクルにもとづいた取り

組みを行っています。また、園長は毎月１回実施され

る、乳児会議、幼児会議、リーダー会議に出席するな

ど、保育の内容について組織的に（C：Check）を行う
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質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

未

回

答 

 

A 

 

 

体制が整備されています。 

・保育の質の向上に向けた取り組みとして、１年に１

回、保育所の自己評価を全職員が実施し、課題を文書

化した上で、結果を園内に掲示して公表しています。

また、３年に１回、福祉サービス第三者評価を受審し、

ホームページに結果を公表します。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

C 

 

 

 

A 

 

・評価結果にもとづき園として取り組むべき課題を明

確にし、計画的な改善策を実施しています。一例とし

て、食事への取り組みや会議の持ち方について取り上

げています。食事への取り組みについては、子どもの

食育年間指針を作成し具体的な取り組みにつなげて

います。食育年間指針では、年齢別の食育目標が掲げ

られるとともに、食事介助のポイント、介助時に気を

つけたいことなどが記載されています。また、給食の

提供の仕方などについて、法人が作成する研修動画を

通して共有しています。会議の持ち方については、「時

間が足りない為実施できない」という考え方から、「ど

のようにすれば会議を実施し子どものことについて

話し合うことができるか」という方向に転換しまし

た。初めは園長主導で会議時間を設けていましたが、

現在は職員間で休憩等も配慮しながら会議時間を設

ける仕組みが整備されています。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

 

 

 

 

 

 

・園長の役割は、園の運営管理、事務管理、人事管理、

保育士相互のまとめ・指導、渉外連絡等、「職務分担表

&組織図」に記載され、周知が図られています。 

・園長は、自らの園の経営・管理に関する方針と取り

組みを明確にしています。ホームページには園長の想

いが記載され、「いかに大切にされ、大人との応答的な
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る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

C A 

 

 

関係を積み重ねるか」、「すべての保護者の方々、関わ

って頂く地域の皆様の「ＨＡＰＰＹ！！」を追求」が

掲げられています。また、毎月発行される園だよりに

は、各月で大切にしたい取り組み等について記載する

など、自らの役割と責任について、保育所内の広報誌

等に掲載し表明しています。 

・有事の際の役割と責任、また権限委任等については、

危機管理マニュアルにて明確化しています。園長が不

在の場合の権限委任は、乳幼児リーダーが担当するこ

とが周知されています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

C 

 

 

A 

・園長は、法人主催のハラスメント研修、不適切な保

育に関する研修など、法令遵守の観点での経営に関す

る研修や勉強会に参加しています。また、行政主催の

園長研修へ参加し、幅広い分野について遵守すべき法

令等の把握に努めています。 

・法人で作成している、チームメンバーハンドブック

には、ハラスメントや差別の禁止、人権・男女共同参

画に配慮した保育などが、わかりやすく記載されてい

ます。内容については入社時に園長と共有するととも

に、必要に応じて会議等で取り上げるなど、職員に対

して周知を図る取り組みが行われています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、保育の質の現状について定期的、継続的に

評価・分析を行うため、月に１回実施される、乳児会

議、幼児会議、リーダー会議に参加するとともに、月

に１回以上行われる、各クラスミーティングに参加し

課題の抽出や解決の取り組みを行っています。 

・各指導計画の内容や進捗状況の把握をするととも

に、課題のヒアリングを行い、改善のための具体的な

取り組みを明示するなどして、指導力を発揮していま

す。一例として、書類ミーティングを実施し、養護に

ついての理解の促進や書類上の書き方などについて

伝えています。 

・園長は、保育の質の向上について具体的な体制づく

りに努めています。乳児リーダー、幼児リーダーを配

置するとともに、リーダーの概念について共有してい

ます。一例として、リーダーはすべてを把握している
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□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

存在ではなく、全員を信頼して任せていく存在である

とともに、必要に応じて相談を受ける存在であること

を共有しています。 

・園長は、職員全体の教育・研修の充実を図っていま

す。研修計画を作成し、計画に基づき法人主催の研修、

キャリアアップ研修、行政主催の研修への参加を促す

とともに、機会を提供しています。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・園長は、法人本部と毎月の園児数、職員の残業時間

及び給食費等について情報共有し、経営の改善や業務

の実効性の向上に向けて、人事、労務、財務等を踏ま

え分析につなげています。一例として、残業時間の見

直しや、給食費が設定金額と乖離しすぎた際に本部の

給食部会とすり合わせを行うなどの取り組みを行っ

ています。 

・園長は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人

員配置、職員の働きやすい環境整備等、具体的に取り

組んでいます。一例として、園長が前日の夕方までに

ホワイトボードに基本のシフトを作成し、その後職員

が会議時間等を踏まえ変更することで、円滑に会議時

間が確保できる仕組みが形成されています。また、ホ

ワイトボードでは非常勤職員が入るクラスも確認で

きる仕組みとなっています。 

・園長は、園の年間テーマとして「情報共有」を掲げ、

組織内に同様の意識を形成するための取り組みを行

っています。一例として、「時間が足りない中でも、ど

のようにすれば会議を実施し子どものことについて

共有できるか」という意識を共有し、会議時間を確保

することにつなげています。 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

 

 

 

 

・必要な福祉人材の確保、定着等に関する具体的な方

針が確立しており、取り組みが実施されています。法

人グループのホームページには、求める人物像、保育

方針や給食について、法人の取り組み、研修制度など
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が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

C 

 

 

 

 

B 

 

 

 

について常に掲載されています。また、職員業務計画

を作成し、一人ひとりの職員に対しての具体的な育成

に関する方針が示されています。示された内容に基づ

いて、一人ひとりの研修計画が作成され育成が実施さ

れています。 

・福祉人材の確保（採用活動等）については、園で必

要な人材について、雇用形態や勤務時間帯などを法人

本部に伝え、本部において広報し人材の確保に努めて

います。今後は、養成校との連携や実習生からの採用

につなげるなど、園において可能な採用活動をさらに

工夫して取り組むことが期待されます。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

未

回

答 

 

 

 

B 

・「期待する職員像」については、「職員業務計画」に

明確にされています。職員業務計画では、子ども主体

とした保育指導計画の作成、乳児保育の追及など、職

員一人ひとりに対して、具体的な期待する業務が記載

されています。また、入社時に全職員に配布されるチ

ームメンバーハンドブックには、「期待する職員像等」

として、具体的な行動基準が示されています。 

・給与、退職金規定には、昇給、手当、職務分担表が

明確に定められ、職員等に周知されています。 

・園長面談を年に 4 回実施し、職員業務計画等を使用

した面談を行っています。面談の中で、職員業務計画

に記載されている、職員一人ひとりに期待する業務内

容を確認しています。今後、年度末の４回目の面談に

て、職員ごとに求められる業務内容について振り返

り、評価を伝える予定です。その際に、数値目標や具

体的な成果等を評価することで、一定の基準に基づき

職務に関する成果や貢献度等を評価することが期待

されます。 

・現在、職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うなキャリアパスの作成等には至っておりません。今

後は、園独自のキャリアパスの作成などに取り組み、

職員が、自ら将来の姿を描くことができるような総合

的な仕組みづくりが期待されます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

 

 

 

 

・福祉人材の確保や定着の観点から、日ごろから働き

やすい環境を整えることに努めています。その一環と

して、事務時間の確保に取り組んでいます。事務時間

については、「職員数が十分でない為、確保することが
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いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

できない」という考え方から、「どのようすれば事務時

間を確保できるか」という方向に転換しました。初め

は園長主導で事務時間を確保できるよう取り組んで

いましたが、現在は、職員名、日時、事務時間が記載

されている事務時間記録表を使用し、職員主導で事務

時間を確保できる仕組みとなりました。事務時間記録

表で事務時間を可視化することで、平等に事務時間を

確保できる体制が整っています。 

・年４回実施される園長面談や、法人担当者による全

常勤職員及び数名の非常勤職員との面談等により、職

員の就業状況や意向を把握しています。法人担当者に

よる面談内容は園長と共有され、運営方法や職場環境

の改善につなげています。 

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組みを行

っています。公休制度を利用し、入職直後の職員でも、

給与に響くことなく休暇を取得できる体制となって

います。また、時間外労働の削減に向けて、勤務時間

内に事務時間を確保できる体制を整えています。 

・福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅力を高

める取り組みや働きやすい職場づくりに関する取り

組みの一環として、法人が作成する済聖会通信を通し

て給与制度の変更や年間休日の変更等を定期的に伝

えています。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

 

 

 

C 

 

 

 

 

B 

 

・職員一人ひとりの育成に向けた取り組みとして、職

員業務計画を作成し、一人ひとりの職員に対する期待

する業務内容が明確に示されています。 

・年４回の園長面談が実施され、２回目の面談にて職

員業務計画に沿って、一人ひとりの目標を共有してい

ます。目標の設定は、クラス運営に関する内容、年間

行事に関する内容、研修に関する内容等、一人ひとり

に求められる、目標項目、目標水準が適切に定められ

ています。定められた内容については、年度末の４回

目の面談にて振り返る計画となっています。また、来

年度については、年度当初に各職員が各専門職として

の目標と職員としての目標の２点を設定し、年間を通

して進捗状況を確認する計画が立てられています。 

・法人作成の、チームメンバーハンドブックがありま

す。理念や行動基準についてのほか、身だしなみや言
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われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

葉の注意、個人情報やハラスメントの知識等、組織と

して期待する職員像を明確にしています。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・チームメンバーハンドブックの中に、「期待する職

員像」の一環として、行動基準、職場でのマナー、身

だしなみ基準、情報機器の管理と使用などについて明

示しています。 

・職員分担表&組織図では、各分野のリーダーや係に

求められる業務内容が詳細に記載され、園が職員に必

要とされる専門技術や専門資格を明示しています。 

・職員一人ひとりの研修計画が立てられ、月ごとに受

講する研修が記載され、計画に基づき、実施されてい

ます。 

・研修参加後は、研修報告書を記載し回覧することで、

園全体で情報を共有しています。今後は、研修報告会

を実施し、更に研修内容について周知を図る予定で

す。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況

等については、入社時に確認するとともに、園長面談

や日ごろのやり取りの中で把握されています。特に、

キャリアアップ研修の受講歴について、把握と管理を

しています。 

・新入職員に対しては、配置クラスの職員や幼児リー

ダーにより、指導計画の見直しや各種会議での助言な

ど、職員の経験や習熟度に配慮した個別的な OJT を

適切に行っています。 

・法人が企画する研修、園内研修、及びキャリアアッ

プ研修を通して、各職員に求められる知識、技術水準

を習得できる機会を確保しています。常勤・非常勤と

もに職員一人ひとりが教育・研修の場に平等に参加で

きるよう、研修案内を継ぎ簿に挟み回覧し、研修受講

を希望する職員は、期日までに申し込みの旨を園長に

伝え、研修を受講するという体制が整えられていま

す。また、熱性けいれん等について園内研修を実施し、

非常勤職員を含め全職員が受講しています。 
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（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・実習生受け入れマニュアルが整備されており、実習

生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関する基本

姿勢を明文化しています。今年度は、現時点で実習生

の受け入れ実績はありませんが、依頼が来た際は、園

長が窓口となり対応する予定です。 

・専門職の特性に配慮した実習プログラムについて

は、実習形態や実習クラス（年齢）など、学校からの

要請に応じて、柔軟に進めていく予定です。また、実

習期間中においても学校の担当者の巡回などを通し

て、継続的な連携を維持していくための工夫に取り組

む予定です。 

・今後は、実習指導者に対する研修や勉強会を実施す

るなどの取り組みが期待されます。 

 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・法人、保育所の理念や基本方針、保育の内容、事業

計画、事業報告、予算、決算情報は、ホームページを

活用し、公開されています。 

・園内に「苦情解決の仕組み」を掲示しています。ま

た、入園のしおり（重要事項説明書）にも明記され、

入園の際に説明するとともに玄関に置かれ、いつでも

確認できる体制となっています。 

・第三者評価の受審結果については、WAM NET 等を

通して公表しています。苦情内容と解決に至る対応に

ついては、園内掲示や手紙の配布を行い公表していま

す。 

・地域支援の内容については、ホームページで公表す

るとともに、園見学の際にチラシを渡すことで、園の

基本方針やビジョン等について、社会・地域に対して

明示・説明し、園の存在意義や役割を明確にするよう
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等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域に向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

に努めています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・園内における事務、経理、取引等に関する職務分掌

と権限・責任は、経理規定等に記載されています。 

・園長は会計に関するデータを、毎月本部に送ること

で定期的に確認する機会を設けています。また、園の

事業、財務については、法人本部の経理担当者が担当

の税理士による監査支援等を実施しています。 

・園で必要な物品を購入する際は、園長に相談をし、

金額に応じて園における決裁、または本部に決裁を仰

ぐというルールが明確にされ、職員に周知していま

す。 

 

 

 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

B 

 

・地域との関わり方については、全体的な計画に記載

されています。計画には、子育て支援と地域との連携

についての項目が設けられ、子育てに関する情報交換

の場や交流の機会を設けることや就学に向けての小

学校等の交流等について記載されています。今後、連

携園の２歳児クラスの園児が本園に遊びに来て、交流

することが予定されています。 

・県が作成した仕事と子育ての両立支援に関するカウ

ンセリングの案内や学童に関するお知らせなど、活用

できる社会資源や地域の情報を収集し、玄関に掲示す

ることで、保護者に情報を提供しています。 

・園や子どもへの理解を得るために、地域の人々と子
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の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

 
どもとの交流の機会を定期的に設けるなどの取り組

みの一環として、ハロウィンなどの行事を通して地域

との交流が実施されています。 

・個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地域にお

ける社会資源を利用するよう推奨しています。一例と

して、子どもの送迎や預かりなど、子育ての「援助を

受けたい人（依頼会員）」と「援助を行いたい人（提供

会員）」が、地域で相互援助を行う仕組みである、ファ

ミリーサポートの提案や、発達に関して相談できる外

部機関等の紹介を行っています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

未

回

答 

 

 

 

 

B 

・ボランティアマニュアルを整備しており、ボランテ

ィアに関する基本姿勢を明文化しています。マニュア

ルには、ボランティアの受け入れ方法、ボランティア

申し出者の健康診断、個人情報の保護、ボランティア

受入担当者の設置等について記載されています。 

・今後は、絵本の読み聞かせや中学生の職場体験等の

ボランティア希望があれば積極的に受け入れる予定

です。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・地域の関係機関・団体や、個々の子ども・保護者の

状況に対応できる社会資源として、園周辺のお散歩マ

ップを掲示しています。散歩マップには、公園の遊具

の写真と対象年齢が記載されています。 

・区の園長会や、幼保小の連絡会が実施されています

が、定期的に参加できていない現状です。今後は、定

期的に参加し、関係機関や団体と連携が期待されま

す。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもについて

は、虐待対応マニュアルを整備し、対応できる体制が

整っています。今後は、区役所の担当課との連携や、

児童相談所、保健所等の関係機関との連携体制の強化

が期待されます。 
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□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

C 

 

 

 

B 

 

・保育園見学の際の、子育てなどについての相談には、

積極的に応えるようにし、地域の福祉ニーズや生活課

題などの把握にも努めています。一例として、地域の

福祉ニーズとして、子どもを遊ばせる場所が少なく、

安心して遊ばせることができる場所が求められてい

ることを把握しています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・把握された福祉ニーズを基に、地域支援計画書を作

成し、公益的な事業・活動に取り組んでいます。計画

書では、目的として地域に対して保育園の存在をアピ

ールすることと、近隣の子育て中の保護者の子育て支

援をすることが記載され、「シャボン玉遊び～３歳児

と遊ぼう～」、「夏祭りへの参加」、「スライム遊び、入

園相談（育児相談）」等が実施されています。また、継

続的にイベント等に来ていただけるよう、毎月身体測

定を行い、カードで記録をお渡しするという仕組みを

取ることで、定期的な交流につなげています。 

・今後は、地域の防災対策や、被災時における福祉的

な支援を必要とする人びと、住民の安全・安心のため

の備えや支援への取り組みが期待されます。 
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Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

・理念や基本方針、また園長が作成し、全体職員会議

で共有した保育内容マニュアルに、子どもを尊重した

保育の実施について明示しており、入園のしおり、チ

ームメンバーハンドブックにも記載があります。 

・保育内容マニュアルには、年齢ごとの子どもの姿が

記載されるとともに、具体的な保育者の関わり姿勢が

簡潔に記載されています。１歳児の子どもの姿では、

「これしたい！あれやりたい！自分で！自分で！」と

記載され、保育者の関わり姿勢として、「安全で安心で

きる環境の中、探求心を持って楽しく遊べる保育を行

う」が記載されています。 

・人権や男女共同参画に配慮した保育のための注意点

が、チームメンバーハンドブックに記載されていま

す。また、全国保育士会が作成している「人権擁護の

ためのセルフチェックリスト」を使用し、日ごろの保

育における、子どもの尊重や基本的人権への配慮につ

いて振り返る機会を設けるとともに、不適切保育につ

いて理解を深めるために市の動画研修を職員が受講

し、その後話し合いの機会を設け、理解を深めていま

す。 

・今後は、性差への先入観による固定的な対応、子ど

もの人権、文化の違い、互いに尊重する心などについ

て、その方針を文書にて保護者に周知するなど、さら

なる理解を図る取り組みが期待されます。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

 

 

 

 

・子どものプライバシー保護については、個人情報保

護マニュアルやチームメンバーハンドブックに明記

され、マニュアルやハンドブックにもとづき実施され

ています。一例として、水遊びで着替える際に簡易テ

ントを使用することや、おむつ替えは扉の中で行って
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研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

C 

 

 

 

A 

 

 

います。また、着替え時は、3 歳児以上は男女別で着

替えるとともに、カーテンを閉めるなどの取り組みを

行っています。 

・保護者に対しては、個人情報使用に関する同意書を

通して、個人情報保護方針やプライバシーに関する内

容を説明し、同意を得ています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・園の理念や基本方針、保育の内容や園の特性などが

ホームページに詳しく掲載されています。ホームペー

ジは、園舎全体や園内の写真が掲載され、園の様子が

わかるような内容になっています。また、給食理念や、

済聖会の学びの保育として実施する英語教室、体操教

室、音楽教室、就学準備教室などをはじめとした園の

特色についても、文書と写真で掲示し紹介していま

す。 

・園の見学については、以前は廊下で園の説明を行い、

施設を案内する対応でしたが、現在は、1 時間 15 分

ぐらいの時間を設け、相談室で園の説明を行い、施設

を案内した後、再度相談室でご質問をいただくという

流れで行うなど、個別にていねいな説明を実施してい

ます。また、直接来園する見学希望者への対応の他、

園の概要を示したパンフレットを郵送するなどの取

り組みも実施しています。 

・園のしおりは年度ごとに見直しを実施し、改訂につ

なげています。 

 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

 

 

 

 

 

 

 

 

・保育の開始にあたっては、入園のしおり（重要事項

説明書）、入園説明会、個人面談などでわかりやすく説

明をしています。説明にあたっては、実際の持ち物を

見本にすることで、保護者などが理解しやすいような

工夫や配慮を行っています。 

・保育内容の変更時については、文書にして説明し同

意書を得るようにしています。 

・特に配慮が必要な食物アレルギーの対応について

は、市と法人のアレルギーマニュアルに沿って必要書
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ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

C A 
類の提出をお願いしています。発達に関して心配のあ

るご家庭に対しては、必要に応じて市が定める手順に

従い、加配保育者の申請手続きを提案するなどの取り

組みが行われています。 

 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

C 

 

 

B 

・保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配慮した

手順と引継ぎについては、現時点で特に転園先と情報

共有を行うなどの取り組みは行われておりません。 

・卒園、転園後も相談があれば、園長が窓口になり、

相談ができることを伝えています。今後は卒園、転園

後の相談受付け先について記述した文書等を渡すな

どの取り組みが期待されます。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・日々の保育の中で子どもの変化などについて、毎日

実施される昼ミーティングで共有しています。また、

登降園の際の保護者とのコミュニケーションを通し

て、一人ひとりの子どもの様子を詳細に把握できるよ

う努めています。 

・保護者に対する利用者満足に関する調査として、夏

祭り、運動会、発表会などの親子で参加する行事の後

には、アンケートを実施しています。また、年 1 回の

個人面談、年 2 回の保護者懇談会を実施しています。 

・利用者満足に関する調査結果にもとづいた具体的な

改善の例として、夏祭りの際に、前年度のアンケート

内容を踏まえ、クラスの集合写真の撮影、卒園児の招

待、兄弟の参加及び地域の方の招待を行いました。ま

た、実施の時間枠や店舗数なども変更し、実施後のア

ンケートでは好評を得ました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

  
・苦情解決の体制が整備されています。入園のしおり

に、苦情相談窓口として、相談・苦情受付担当者、解

決責任者、第三者委員を記載しています。また、受付
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り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

け方法として、玄関入り口にキラキラ BOX と呼ばれ

るご意見箱を設置しています。 

・苦情を受けた際は、苦情・相談対応記録簿に記録し

ています。記録簿には苦情等の内容、事実確認の状況、

対応状況を記載し適切に保管しています。 

・苦情内容に関する検討内容や対応策については、基

本的に園長が中心となり迅速に対応するよう努めて

います。内容によっては、法人本部や行政の担当課に

確認し、個別に伝えたり、掲示でフィードバックをし

たりしています。一例として、保護者からの苦情への

対応ではありませんが、解決の仕組みでの対応とし

て、納品された一部の牛乳の異臭への対応が挙げられ

ます。異臭がした牛乳の一部を園児に提供してしま

い、園長判断で業者への対応等も含め迅速に対応しま

した。全ての経緯については、掲示にて保護者へ公表

しました。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

C 

 

 

A 

・入園のしおりに苦情相談窓口が記載されています。

また、玄関入り口にキラキラ BOX と呼ばれるご意見

箱を設置しており、いつでも保護者が相談したり意見

を述べたりすることができます。 

・相談をしやすく、意見を述べやすいスペースとして、

相談室を設けています。 

 

 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員は、登降園の際に少しでも子どもに対する気づ

きを端的に伝えることで、保護者が安心して預けるこ

とができるよう努めています。また、乳児クラスでは

毎日の連絡帳のやりとり、幼児クラスでは毎日の保育

活動の内容について掲示することなどを通して、保護

者が相談しやすく意見を述べやすいように配慮し、適

切な相談対応と意見の傾聴に努めています。また、保

護者の意見を積極的に把握するため、玄関入り口にキ

ラキラ BOX と呼ばれる意見箱を設置したり、行事実
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の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

C B 
施後に、アンケートを実施しています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等について、苦情処理のマニュアルを整

備しています。職員は、把握した相談や意見について、

園長に相談し、検討に時間がかかる場合に状況を速や

かに説明することを含め、迅速な対応を行っていま

す。 

・マニュアル等の見直しは、実施に至っておりません。

今後は、随時必要に応じて、より実状に合わせた内容

に改訂等が期待されます。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保について責任、

手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知

している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

 

 

C 

 

 

 

 

A 

 

・リスクマネジメントについては、園長が責任者とな

っており、事故発生時の対応と安全確保については、

事故発生時のマニュアルを使用しています。園長不在

時は、乳児・幼児リーダーが対応します。 

・子どもの安心と安全を脅かすヒヤリハットの事例に

ついては、ヒヤリハットに対する考え方の転換を行う

ことで、提出件数が挙がり、具体的な対応につなげて

います。以前はヒヤリハットを提出することは、マイ

ナスのイメージでしたが、提出件数が増えれば増える

ほど良いという方向に転換し、提出された内容に園長

がコメントをし、回覧することで、再発防止策と共に

職員間で共有しています。 

・園では安全管理係を配置し、職員に対して、安全確

保・事故防止に関する研修に努めています。また消火

訓練の全職員への実施、避難訓練計画の見直し等が行

われています。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

 

 

 

 

・感染症対策として、安全のマニュアル、衛生のマニ

ュアル、清掃のマニュアルを整備しています。園内で

感染症が発生した際は、衛生係が中心となり、感染症

名、各クラスの感染者数、登園基準等を記載し、玄関

に掲示するなど、保護者への情報提供が適切に行われ
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□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

C 

 

A 

ています。 

・今年度より、年間を通して嘔吐処理研修やけいれん

対応の研修を導入するなど、担当者等を中心にして、

定期的に感染症の予防や安全確保に関する勉強会等

を開催しています。 

・ほけんだよりを通して、咽頭結膜熱、ヘルパンギー

ナ、手足口病、溶連菌感染症等、時期ごとに気をつけ

たい感染症等を紹介し、具体的な予防策などについて

情報提供しています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制として震災時マニュアル、火災発

生時マニュアルなどを整備しています。 

・災害時の避難場所や安否確認の方法については、入

園のしおりに記載があります。災害伝言ダイヤル

（171）の使用方法も合わせて掲載しています。 

・今年度より一斉連絡用のアプリを導入し、日々のお

知らせなどにも使用することで、災害時にも運用でき

る体制を整えています。電話やインターネットがつな

がらない際は、園に直接来ていただくなど、子ども、

保護者及び職員の安否確認の方法が決められ、すべて

の職員に周知されています。 

・園では安全係を配置し、食料や備品類等の備蓄リス

トを作成し備蓄を整備しています。 

・消防計画を整備し、計画の中には地元の行政をはじ

め、消防署、警察、自治会、福祉関係団体等との連携

体制が明記されています。 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

 

 

 

 

・散歩マニュアル、プール遊びマニュアル、おむつ替

えマニュアル等、各種保育業務に関連するマニュア

ル、チームメンバーハンドブックなどを通して、保育

について標準的な実施方法が文書化されています。ま

た、子どもの尊重、プライバシーの保護や権利擁護に
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る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

C 

 

A 

 

 

関わる姿勢については、全国保育士会が作成している

「人権擁護のためのセルフチェックリスト」を使用

し、日ごろの保育における、子どもの尊重や基本的人

権への配慮について振り返る仕組みがあります。 

・標準的な実施方法については、各活動が始まる前の

時期に確認しています。一例として、水遊びが始まる

時期の前に、水遊びについてのマニュアルを確認する

など、研修や個別の指導等によって職員に周知徹底す

るための方策を講じています。 

・保育実践が画一的なものとならないよう、一人ひと

りの発達状況を話し合い、個別指導計画に反映させて

います。 
 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・保育の標準的な実施方法の検証・見直しについては、 

今年度より、各クラス会議や各部会にて見直しの時間

を設けています。また、法人担当者による施設巡回を

通して、保育方法や運営に関する振り返りが行われ、

改善につなげています。一例として、プール遊びマニ

ュアルを見直しました。マニュアルにはプールの準

備、各クラスでの準備、プール遊びの後の流れ等が記

載され、より実態に応じた内容に変更しました。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

A 

・アセスメントにもとづく指導計画の策定について

は、園長が責任者となり、クラス担任が作成していま

す。 

・保育開始前後のアセスメントについては、新入園児

面談マニュアル、アレルギー児受け入れマニュアルな

どにもとづいて適切に実施されています。アレルギー

児受け入れマニュアルなどにもとづいて、担当職員や

園長、栄養士が面談を実施し、把握された内容につい

ては、職員会議や毎日実施されている昼ミーティング

等で共有されています。 

・アセスメント手法として、乳児クラスは個別指導計

画、幼児クラスは経過記録を使用し、適切なアセスメ

ントが実施されています。個別の指導計画には、児童

票の内容や日ごろの子どもの姿、また送迎時や、個別

面談などで得られた、トイレトレーニング等、保護者

の具体的なニーズなどを反映に努めています。経過記

録は、健康、人間関係、環境、言葉、表現の５領域ご

とに年齢ごとの具体的な発達の目安が記載され評価

する仕組みとなっています。 

・園内常駐の栄養士、また必要に応じて市の巡回相談

等を利用するなど、さまざまな職種の関係職員、必要

に応じて保育所以外の関係者が参加して、アセスメン

ト等に関する協議につなげています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・指導計画の評価・見直しについては、毎月 1 回以上

実施される各クラスミーティングにて園長、クラス担

任によって、定期的に行っています。見直された計画

は園長が最終確認し、保育実践につなげています。今

後は、見直された内容をさらにクラス内で十分に共有

することを課題として挙げています。 

・指導計画を緊急に変更する場合は、各クラス担任が

園長に報告や相談をする仕組みとなっています。 

・指導計画の評価・見直しにあたっては、標準的な実

施方法に反映すべき事項、子ども・保護者のニーズ等

に対する保育・支援が十分ではない状況等、保育の質

の向上に関わる課題等が明確にされるよう、園長は毎

月のクラスミーティングに出席し、子どもの姿の共通

認識、翌月に向けての方向性、その他クラス運営が円
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い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に活か

している。（保育所） 

滑に進むよう助言しています。 

 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

A 

・個別の指導計画、保育日誌や健康の記録などにもと

づき保育が実施されており、記録により確認すること

ができます。 

・記録する職員により記録内容や書き方に差異が生じ

ないよう、園長は指導計画等を確認し、必要に応じて

指導等を行っています。特に、養護の書き方について

は、養護の捉え方を伝えるとともに、文章を書く際は、

養護については保育者が主語になり、教育については

子どもが主語なることなどを伝えています。 

・園における情報の流れは園内の日々の情報共有の仕

方について書面で明確にされ、情報の分別や必要な情

報が的確に届くような仕組みが整備されています。情

報共有の仕方として、園長は乳児・幼児リーダーに伝

達し、その後職員全体に伝達しています。また、非常

勤職員への伝達担当者が決められ、全職員で周知でき

る仕組みが整備されています。さらに、クラス引継ぎ

簿及び全体の引継ぎ簿を通して情報共有が行われて

います。クラス引継ぎ簿には、登園の際にあった保護

者からの伝達事項や登園時間等が記載されるととも

に、お迎えの際の園からの伝達事項を記載するなど、

情報が共有できる仕組みとなっています。全体の引継

ぎ簿には、毎日実施される昼ミーティングの内容等が

記載され、全職員は出退勤時に確認する体制となって

います。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

 

 

C 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

して、また個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法については、個人情報保護方針と同意

書により定めており、記録管理の責任者を園長として

います。個人情報に関する書類の確認は事務所内で行

っています。 

・記録の管理や個人情報の取扱いについては、個人情

報の保護方針と同意書に記載があり、各職員に配布し

ています。新人職員にも入職前に目を通してもらうよ

うにしています。また、園内研修により定期的な確認
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□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

を行っています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

C 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画は、保育理念を、『生きる力』（ひとり

で世の中を渡っていかれる力）の基礎を作るとし、ア

タマ・ココロ・カラダの三位一体「興育」を保育方針

としています。児童福祉の子どもを権利の主体とする

趣旨を捉えて作成しています。さらに、～興味・体験・

感動・気付き～を明記し、職員の行動指針となってい

ます。子どもの発達過程に則して計画的に支援するこ

とで、毎日が楽しく、望ましい未来を作り出す力の基

礎を培うことが出来るようになっています。保育理念

や、保育方針については、年度始めに保育に関わる全

職員に伝え、事務所内に掲示しています。 

・全体的な計画は、年度末に振り返りを行い、次年度

に反映するように取り組んでいますが、長時間にわた

る保育や小学校との連携等、年間指導計画と関連付け

られるように保育に関わる職員が参画して作成され

ることが望まれます。 

 

 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・全室気温温度計を完備し、定期的に確認を実施する

ことで、室内の温度や湿度などは、適切に保たれてい

ます。特に午睡時などの明るさや温度調整はマニュア

ルに従って実施しています。 

・乳児は毎日、幼児は定期的に玩具消毒の実施、寝具

は個人持ちとし毎週消毒、定期的な安全チェックの実

施などをして、衛生的で安全な室内環境を整えていま

す。保育者の動線にも配慮し毎月人的環境について気

付きを検討しています。生活と遊びの空間を分け、遊

び毎にコーナーを設け、子どもの動線に配慮した家具

の配置となっています。マットやクッションを使用し
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□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

  
子どもがくつろいで、落ち着けるように工夫していま

す。絵本コーナーは机上でも座ったままでも読めるよ

うに設定し、静かに過ごしたい子どもが使用できるよ

うに工夫しています。 

・トイレは、明るく清潔に保たれ、空調設備が設置さ

れ、季節の過度な温度差の中でも快適に利用できる状

態になっています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・各クラス間の情報共有に加え、毎日の昼ミーティン

グ・乳児会議・幼児会議を利用し、子どもの発達過程

や家庭での生活の様子を把握し、職員間で共有してい

ます。 

・子どもが安心して自分を表現できるように、活動の

時間などを十分にとり、余裕のある中で子どもが過ご

せるように配慮したり、職員間の協力のもとで、人的

配置を工夫したりして、子どもの気持ちを肯定的に受

け止めることが出来るように関わっています。自分を

表現する力が不十分な子どもには、表情やしぐさから

思いをくみ取り、見守ったり代弁したりしています。 

・横浜市の研修を利用して不適切保育についての園内

研修を実施し、職員の認識の共有化を図っています。

実践の場で不適切な言葉の発信があった場合には、園

長に報告したり、注意し合ったりして適切な言葉がけ

が出来るような体制づくりに取り組んでいます。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・一人ひとりの子どもの発達を把握するため、保護者

とは、年度始めの懇談会や連絡帳、毎日のコミュニケ

ーションなどから、情報交換を行い、職員間で共有し

支援を行っています。 

・日々の活動の中で、新聞紙や折り紙をちぎる、シー

ルをはがすなど、指先を使う遊びを多く取り入れ、生

活習慣に必要な力が自然に身につくように工夫して

います。一方で低い箱ベンチを用意して子どもが自分

でズボンを履くことが無理なく出来る環境を用意し、

最後のお尻の部分はさりげなく援助することで、達成

感を味わうことが出来るような支援の仕方を工夫し

ています。保育活動に時間的な余裕を持つことで、子

どもが安心して身の回りのことに取り組めるように

配慮しています。手洗いの方法や、流し台の並ぶスペ

ースに足型マークを表示するなどして、視覚的にも分
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□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

かり易いようにしています。 

・手洗いや歯磨き、食べ物と体の関係などをシアター

や絵本を使って話をする、年長児の当番活動の中で三

食食品群の分類をするなどに取り組み、生活習慣を身

に付けることの大切さを分かり易く伝えています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・構成遊びやままごと・手先の遊びなどで集中して遊

べるように、年齢や興味に則した玩具を、自分で選び

取れる高さや入れ物を用意し、容器には写真を貼りだ

し、遊び終えた時にも自分でしまうことが出来るよう

に整備しています。 

・職員が遊びのリーダーになったり、子どものそばに

寄り添ったり、興味を観察したりして、主体的に遊べ

るように関わっています。積極的に体を動かすことが

出来るように、少しの時間でも戸外に出るようにし、

室内でも体操の時間・マットや巧技台・トンネル遊び

など多様な運動遊びを用意し、楽しい経験となるよう

に支援しています。職員は、子どもたちの日々の生活

の中で、玩具の貸し借りや、集中する遊びを観察する

中で、見守りや仲立ちをして共同で活動できるように

援助をしています。牛乳パックで作ったお散歩バッグ

を用意し、散歩先で見つけたお気に入りのものを入れ

て帰り、園に戻って遊んだり、製作に活用したりして

います。散歩中でのあいさつなどに加え、夏祭りに卒

園児や兄弟、地域の人を招待し、様々な人との関わり

が出来る機会を作っています。 

・自由に表現活動が出来るように、廃材や折り紙、テ

ープ、絵画用品などを用意する一方で、子どもの姿を

職員間で共有し、じっくり取り組める環境を工夫して

います。 

 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・子ども一人ひとりのリズムに合わせて生活が出来る

ように、生活と遊びの空間を分けています。子どもた

ちの成長に考慮し、環境を変更しています。 

・担当制は取っていませんが、関わる職員を極力固定

し、応援に入る職員も同じ職員が入るように配慮し、

子どもが安心して愛着関係が形成できるようにして

います。職員は、子どもの表情にすぐ気づけるように

し、目線、喃語、指差しに優しく語り掛け、応答的に
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□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

  

 

対応するとともに、スキンシップをとるなどの関わり

を意識して行っています。遊びのコーナーには、座っ

て遊べる玩具、寄りかかって遊べる玩具、中に入って

全身を使って楽しめる玩具などを用意し、発達に応じ

て楽しめるように工夫をしています。 

・家庭とは、連絡帳や送迎時の会話から情報の共有を

行うとともに、個人面談や随時声がけをして連携を密

にしています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもの興味や関心に応じて自発的に遊べるよう

に、玩具の箱や棚に写真を貼り、出し入れが自由に出

来るようにしています。また、発達に応じて取り出し

やすい位置に配置するなどの工夫をしています。 

・ズボンの脱ぎ履きがやり易いようにベンチを用意す

る、食事の際の食具を子どもに合わせるなど、子ども

が取り組みやすいような環境を用意しています。ゆと

りをもって、言葉かけやさりげない援助をすることで

出来た喜びを共感するように努めています。探索活動

が十分できるように仕切りすぎないコーナー作りや、

職員間で連携を図り、位置取りに気を付けるなど安全

に遊べるように取り組んでいます。子どもに寄り添

い、職員が一緒に遊んだり、見守ったり、代弁したり

しながら安定して友だちと関わって遊べるように配

慮しています。行事などで園児間の交流を経験した

り、食育活動で給食職員と会話をしたりして担当職員

以外の大人との関わりが図られています。 

・保護者とは、子どもの自我の育ちや排泄について、

連絡帳や送迎時の会話で共有し、連携を図っていま

す。 

 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・職員は、3 歳児には、パズルやブロックなどを用意

し、イメージを表現することを楽しめるように支援し

ています。「ハンカチ落とし」「フルーツバスケット」

「だるまさんが転んだ」など決まりのある集団遊びを

提案し、友だちと一緒に安定して遊べるように関わっ

ています。4 歳児には、ままごと遊びやミニレゴブロ

ック、塗り絵などを用意し、活動が広がるように援助

しています。「だるまさんが転んだ」の遊びをアレンジ

した、「だるまさんが引っ越した」などを楽しむこと
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を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

で、表現力や話を聞く集中力を養うように取り組んで

います。5 歳児には、ままごと遊びやラキュー・ミニ

レゴブロック・廃材などを用意し、子どもたちの興味・

関心に沿って、友だちとイメージを共有して遊べるよ

うにしています。夏祭りに向けて行った御神輿の製作

では、子ども同士の話し合いから主体的に活動を進

め、やり遂げた充実感や達成感が味わえるように援助

をしています。 

・夏祭りには、保護者、卒園児、兄弟、地域の人たち

を招待し、子どもの育ちや協働的な活動を伝える機会

となるように取り組んでいます。 

 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・保育園１階には、多目的トイレが設置され、各フロ

アーに段差は無く、一目で見渡すことができる廊下に

なっています。 

・特別な配慮を必要とする子どもに対しては、個別に

指導計画を立案し、クラスの月案を意識しながら進め

ています。子どもの様子や経過・配慮の仕方などは、

会議で話し合い、全職員の共有化が図られるように取

り組んでいます。在籍期間が長い子どもも多く、子ど

も同士の関わりが自然に出来ていることに加え、加配

職員などが仲立をし、必要に応じてクラスの枠を超え

た対応が出来、子ども同士がともに成長できるような

支援をしています。職員は、キャリアアップ研修など

に参加し必要な知識や情報を得るとともに、会議で報

告することで情報共有を図っています。また、リハビ

リセンターの巡回指導を受け、対応の方法などの助言

をもらい保育に活かしています。 

・保護者には、リハビリセンターからの資料を玄関に

掲示したり、相談があった場合には関係機関の情報を

案内したりしています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

A 

・長時間にわたる保育については、１日の生活を考慮

して、年間指導計画、月間指導計画に位置づけ、計画

的な環境整備に取り組んでいます。 

・子どもの人数やその日の様子により合同になる時間

帯は変わりますが、ローテーションを工夫し、乳児ク

ラス、特に 0 歳児は、可能な限りクラス単独で過ごせ

るようにしています。延長保育の時間帯は 1 歳児室で

合同になりますが、朝は 8 時で乳幼児クラスが分か

れ、夕方は 18 時に幼児クラスが合流する流れになっ

ています。子どもたちは、それぞれが遊んでいた玩具

を持って移動しますが、逆に乳児室にある玩具に興味

を示し遊んでいることもあります。18 時 35 分に、補

食の提供を行っています。保護者の仕事上の都合等

で、保育時間が急に長くなった場合は、17 時 30 分ま

でに連絡があれば同様の物を提供できます。保育時間

の長い子どもに配慮した夕食の提供も可能ですが、現

在利用者はいません。 

・職員間で各クラスの引継ぎ簿と全体が把握できる引

継ぎ簿を活用し、口頭でも引継ぎを行い、連絡漏れが

生じない体制を整え、保護者には、送迎時のコミュニ

ケーションを図り、引継ぎ内容を伝えるように取り組

んでいます。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

C 

 

 

 

A 

・全体的な計画の「地域との連携」の中に、小学校と

の交流と記載されています。5 歳児の年間指導計画に

は小学校との連携として独立した項目が設けられ、散

歩や運動会で施設を利用することで小学校への興味・

関心を持ち、期待が持てるように取り組むようになっ

ています。日々の保育の中で、当番活動の導入や、行

事に主体的に関わる、役割を分担して協働的な活動を

経験するなど、創造的な思考や主体的な生活態度の基

礎を培われるようになっています。また、日頃から上

履きの使用、ハンカチの携帯、午睡時間の削減などを

実施し、就学以降の生活が安心して行われるように配

慮しています。 

・保護者には、個人面談や行政からのお知らせなどを

掲示し、就学について見通しが持てるようにするとと

もに、年長保護者会を実施し、保護者の不安を取り除

く機会にしています。 
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・保育所児童保育要録は、5 歳児担任が作成し園長が

確認し就学先小学校に提出しています。 

 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもの毎日の健康状態は、毎日の視診や降園時の

申し送りなどで職員間と保護者とで共有しています。

子どもの急な体調悪化や、ケガについては、担任又は

園長が保護者に連絡を入れ必要な対応をとっていま

す。情報は昼ミーティングやスタッフノートで共有し

ています。特にケガについては、振り返りや今後の対

策を話し合うとともに、保護者から事後の様子を確認

しています。 

・年間保健計画を作成し、園内に保健係を設置してい

ます。子どもの健康に関する情報は、職員間で周知・

共有しています。入所後の予防接種や既往症などの情

報は、都度連絡を受け記録していますが、健康台帳へ

の記入は、定期的に返却した用紙に保護者が追記して

います。 

・入園説明会、年間 4 回発行する保健だより、園だよ

りなどで、子どもの健康に関する方針や取り組みを保

護者に伝えています。園内で感染症が確認された場合

には掲示を行い、注意喚起を図っています。 

・乳幼児突然死症候群については、予防マニュアルを

活用し、園内研修を実施する一方で、保護者には入園

説明会で説明を行い、行政からの通知文を掲示してい

ます。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・健康診断・歯科健診の結果は、健康台帳、歯科健診

票へ記録し、関係職員間で周知を図っています。健康

診断の結果は、文章で保護者に伝えるとともに、保健

だよりでも配信しています。歯科健診時には、歯科医

による歯磨き指導が行われています。 

・保護者からの健康に関する相談窓口は担任ですが、

必要に応じて栄養士がカウプ指数などを算出して対

応することが可能となっています。 

・今年度は運営本部が食に関する指針作成を目指して

おり、子どもの健康に関しても意識が深まるように取

り組んでいます。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を
  

・アレルギー疾患のある子どもに対しては、ガイドラ

インに基づいて、医師からの指示書をもとに保護者、
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受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

園長、栄養士との面談を実施し、その後月 1 回の保護

者・栄養士面談を実施し、献立や提供内容の確認を行

っています。内容については、都度園長と担任に報告

され、会議、前日ミーティングや当日の確認において、

運営本部のマニュアルに基づいて情報を共有し、食事

を提供しています。 

・誤食時の対応についてもマニュアルがあり、直ちに

園長に報告があがり、保護者などへの連絡が取られる

体制が整っています。 

・抗ヒスタミン剤の内服薬を預かり、指示系統が職員

間で理解され、必要時には投薬も可能になっていま

す。慢性疾患のある子どもに対しては、保護者を通し

て主治医からの意見を仰いで関わっています。また、

職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等に関する研修に

参加し、知識・情報を得て、職員間で共有しています。 

・災害時用の備蓄に関しては、担当係の職員が用意す

ることになっていますが、食品の購入に関しては、栄

養士が成分のチェックをするなど関わりながら、アレ

ルギー疾患のある子どもが安心して摂取できるよう

に取り組んでいます。 

・保護者には、入園説明会で食物アレルギーや与薬に

ついての園としての方針を説明し、理解を図るように

しています。 

 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・年間食育計画を作成し、食に関する経験が計画的に

出来るように取り組んでいます。年度始めに職員間で

食についての共通認識を図り「食育指針」を策定して

います。食事はおいしく楽しいと感じられるようにす

ることを狙いとして、食事を提供するテーブルやイス

などの環境の見直し、個人差に応じた量の加減や食べ

たいものから食べられるような援助の仕方、食育活動

に関する考え方が共有されています。年齢に応じて計

画的に食に関心を深めるための取組を行っています。

乳児は目の前で野菜を切る・皮をむく、触れてみる経

験から始まり、じゃがいもつぶし、ふりかけ作り、お

にぎり作りなどを楽しんでいます。幼児は、栽培計画

に沿って食材を栽培、献立の下ごしらえ、餃子ピザ、

アイスクリーム、さつま芋の茶巾絞りなど様々なクッ
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□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

キングの経験を積み重ねています。 

・保護者には、献立表に加え、給食だよりや好評メニ

ューのレシピ配信、毎日の献立サンプルの提示、子ど

もが行った食育活動の様子を写真で掲示するなどし

て、食を通した支援をしています。また、保育参観の

際には、試食の提供をしています。食に関する相談に

は担任や栄養士が直接相談にのっています。 

 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・給食会議や、昼のミーティングを活用し、職員間で

子どもの年齢や発達、喫食状況を把握し、献立や調理

の工夫をしています。献立は、運営本部が各園からの

報告などをもとにして作成していますが、園独自で季

節感のある旬の食材を楽しんだり、行事食を工夫した

り、郷土料理を取り入れたり、子どもの栽培した収穫

物を付け加えるなど、子どもに則した献立を取り入れ

ています。 

・給食職員は、食事中やクッキング活動の際にクラス

を巡回し、子どもの様子を見たり、話しを聞いたり、

食に関する話をしたりしてコミュニケーションを図

っています。また、4 歳児後半から食品群の話をする

機会を作っています。 

・運営本部の給食マニュアルを遵守し衛生管理を実施

するとともに、必要な記録は残しています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・乳児は「家庭・保育園連絡シート」で体調や生活の

様子について家庭と情報交換を行い、幼児はボードに

掲示したり写真を貼りだしたりすることで保育の様

子などを共有しています。幼児にも連絡ノートがあり

必要に応じて活用しています。入園説明会で保育の理

念や方針、目標や内容について説明しています。懇談

会は、クラスの運営や園の考え方を伝え、疑問や不安

なことなどを聞く機会にしています。定期的に保護者
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長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加の行事を設け、保育内容についての理解を得、子

どもの成長を共有できる機会になるように取り組ん

でいます。 

・家庭の状況や相談内容、個人面談などの情報は、面

談記録などに記録していますが、日々の様子は、引継

ぎノートに記録し保管されています。送迎時の会話な

どから拾った言葉は、職員会議で共通認識されていま

す。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

B 

 

 

A 

・保護者が安心して子育てが出来るように、日々のコ

ミュニケーションを重視して信頼関係を築いていま

す。特に初めての保育園生活を迎える家庭に対して

は、生活の様子や体調の変化について詳細に伝えるこ

とで、不安を軽減するよう努めています。連絡帳を活

用し、保護者からの相談に応じる体制が整っており、

年に 1 回の個人面談や、随時、担任や園長との面談の

機会も設けています。面談の日程は、保護者の就労な

どの事情に配慮して調整しています。また、年間２回

のクラス懇談会や行事を通じて保護者間の交流を促

進しています。 

・個人面談の記録は個人のファイルに記録されていま

す。保護者からの相談内容については園長に報告し、

必要に応じて園長が直接対応しています。また、相談

を受けた職員は適切に対応できるよう、助言を受けら

れる体制が整っています。入園のしおりには苦情受付

の情報が掲載されており、保育園に対する苦情や意見

も受け付けています。 

 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

・職員は、虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

送迎時や着替えの際に視診を実施し心身の変化に注

視しています。送迎時の会話や親子の様子から家庭で

の養育状況の把握に努めています。 

・疑われるケースが認められた場合には、直ちに園長

に報告し、昼ミーティングや職員会議で全職員が共有

できる体制を整えています。クラス日誌や個人日誌に

記録を残すとともに、対応マニュアルに沿って関係機

関に報告をすることになっています。仕事や育児に余
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□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

  
裕のない保護者には、日頃から声掛けを行い、話や悩

みを聞き、一緒に子どもの対応を考えていくなど、予

防的に保護者の精神面、生活面を援助するように取り

組んでいます。 

・虐待に関するガイドラインや園独自の虐待対応マニ

ュアルが整備され、運営本部が、新入社員研修で研修

を実施しています。また、職員は、不適切保育につい

ての動画での研修を受け、話し合うなどして、自身が

行っている保育の振り返りや気づきを得て、こどもの

人権についての理解を深め、意識を高めています。 

・子どもの安全・安心が最も配慮されるべき保育園で

は、さらなるアンテナを張り虐待を未然に防止してい

く事を期待します。 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・職員は、次の週・月・年の指導計画を作成する際に、

子どもの状況や姿に適切に対応できていたかなどを

評価・反省し、次回の計画に反映しています。月案作

成時には複数クラス担任での話し合い、乳児会議や幼

児会議では、園長が会議に参加し討議が出来るような

場面を意識的に作ることで、学び合い、保育の専門性

の向上に努めています。年度末に行う様々なマニュア

ル等の見直しを行う際に、保育の方針や園目標を再確

認しています。保育園の自己評価の結果を掲示して公

表することで、説明責任を果たす一方で、職員間でも

園の特色や良さの理解を深め、園としての課題や改善

点が可視化され、組織的な保育の質に繋がるように取

り組んでいます。 

・職員は、目標を設定し、3 か月ごとに園長との面談

を行い、助言や意見を得て、保育力の向上に努めてい

ます。今後は個人の保育実践の自己評価が職員間での

気づきとなり職場全体のさらなる専門性の向上が図

られることを期待します。 

 

 


